
※ 誌面中に登場する※ 誌面中に登場する実 は、実行委員会を意味しています。活動にご興味のある方は、弊会までお気軽にご連絡ください。は、実行委員会を意味しています。活動にご興味のある方は、弊会までお気軽にご連絡ください。
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2026年５月１日号 Vol.153153

場　所 クリエイティブスペース 赤れんが前広場

日　時 5月30日土 18:00～21:00

SLやまぐち号【D51SLやまぐち号【D51（デゴイチ）（デゴイチ）】】
[撮影/辻田邦栄][撮影/辻田邦栄]

「やまぐちえき」応援イベント

次世代の地域の担い手育成支援 次世代の地域の担い手育成支援

5454

実

鶏もも肉 240g

A⎰塩麹 大さじ2（32g）
⎱本みりん 小さじ1

❶  鶏もも肉は皮付きのまま厚みを均一に開
き、合わせたAを絡めて、冷蔵庫で30分漬
け込んでおく。

❷  フライパンに❶を漬け汁ごと入れてふた
をし、火が通るまで中火で10分程度蒸し
焼きにする。

鶏肉の
 塩麹焼き

作
り
方

材　料
（４人分）

6月7日日9:20～14:30 ※小雨決行日　時

JR山口駅（集合 9:20）場　所

1,000円（お弁当、お茶、保険代含む）参加費

６月３日（水）　　　　　   50名締　切 定　員

コース

白石地区地域づくり協議会 941-5959申込先

てくてくてくてく
ウォーキング開催！ウォーキング開催！
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赤れんが前広場

ほたる祭り ほたる祭り 無料休憩所設営無料休憩所設営ほたる祭り ほたる祭り 無料休憩所設営無料休憩所設営ほたる祭り 無料休憩所設営

クッブ大会クッブ大会
ご報告 ご報告
3/ 3/22 29日 日

付け合わせ
ミニトマトや
レタスなど
お好みで

健康食のおススメ

脱出ゲーム 脱出ゲーム ニュースポーツ　三世代交流大会 地 域
交 流
センター

を開催しました！
　　　　地域交流センター全館を使い、周遊型
の謎解きゲームを開催しました。参加者からは、「思
った以上に本格的ですごかった」、「１部屋で完結
せず、ステージが何段階もあって面白かった。また
やりたい」等の感想をいただきました。（平川 記）

　白石地区地域づくり協議会は、毎年〝地域交流の場〟
として「無料休憩所」を設営しています。また、白
石地区自治会連合会が、飲食物を提供する「白石カ
フェ」を開設します。ぜひお越しください。

　４人から６人の９チーム編成で、大会が行われました。
　木製のブロックを投げ合い、相手の陣地の棒を倒すクッブの
ルールも分らぬままの参加でしたが、対戦を重ねる度に夢中に
なりました。（我がチームは、３位と大健闘でした　辻田 記）

５月30日（土）18：00～21：00 ５月30日（土）～６月５日（金）

生ビール、鶏唐揚げ、
ポップコーン、フランクフルト、
ソフトドリンク等の販売
お茶席併設（お抹茶、お菓子付）

歴史探訪との
コラボ企画



開催日

11.28土

9.26土

7.25土

10.24土

8.22土

R8.6.27土

講　　師

宇部日報社記者　西田　智洋 氏

毛利愛好会代表　石川　和朋 氏

文 化 財 専 門 監　古賀　信幸 氏

未　　　定

十朋亭維新館学芸員　立石　智章 氏

山口博物館学芸員　山田　　稔 氏

演　　題

未　　　定

奇兵隊影の総督　福田侠平

伝　雪舟作の庭園について

未　　　定

未　　　定

明治維新と山口御屋形

歴史講演会歴史講演会 場所／白石地域交流センター講堂（２階）　　時間／13:30～15:00

山口の歴史よもやま話　　古賀信幸
第31回　山口と大内氏20－乗福寺旧境内出土の屋根瓦

　大内御堀にある乗
じょうふくじ

福寺は、周防国（山口県東部）で
最初に開かれた禅

ぜんしゅう

宗寺院といわれています。寺伝によ
りますと、乗福寺は正

しょうわ

和元
がんねん

年（西暦1312年）に大内
弘世の祖父にあたる重

しげひろ

弘が創建し、没後はその菩
ぼ だ い じ

提寺
となりました。
　乗福寺は、建

け ん む

武元
がんねん

年（1334）に後醍醐天皇の綸
り ん し

旨
（天皇の意向より出された文書）により勅

ちょくがんじ

願寺（国家
の安泰や皇室の繁栄等を祈る特別な寺院）となり、康

こう

永
えい

４年（1345）には、室町幕府より同寺の塔が周防
国の利

りしょうとう

生塔（足利尊氏・直義の兄弟が、元弘の乱以降
の戦死没者を供養するため日本各地に設けた仏塔）に
あてられました。
　その後、乗福寺は永

えいしょう

正17年（1520）に火災で堂
ど う う

宇
の多くを失います。大内義隆が再建しましたが、大内
氏滅亡後は寺勢も衰えていきました。さらに、江戸時
代の寛

かん

文
ぶん

９年（1669）におこった御堀村の大火で、
再び堂宇の多くが焼失したため、塔

たっちゅう

頭（境内にある小
寺院）の一つであった正

しょうじゅいん

寿院を転じて乗福寺とし、今
日に至っています。
　右の画像は、乗福寺旧境内の一角にあたる県営御堀
団地の建て替えに伴う発掘調査で出土した、旧乗福寺
の屋根瓦です。一番手前に鳳

ほうおう

風文
もん

の端
はしまるがわら

丸瓦（軒丸瓦）
が２つ、そのすぐ奥に龍文の滴

てきすいがわら

水瓦（軒平瓦の一種）
が２つ、その奥に鷲頭（左奥）や龍頭（右奥）等の装
飾瓦が見えます。専門家による調査の結果、これらの
瓦は朝鮮半島の瓦の製作技法によって、日本で造られ

たことが分かりました。製作の時期は、高麗時代にあ
たる14世紀後半、大内義弘が当主のころです。おそ
らく朝鮮半島から瓦

が

匠
しょう

（瓦職人）を招き、山口で製作
にあたらせた瓦と考えられます。
　義弘は、大内氏歴代の中で初めて朝鮮王朝へ使者を
送り、さらには領地（土

ど で ん

田）の割譲まで求めた人物で
す。実際に領地を得ることは出来ませんでしたが、こ
うした交渉を通じて、朝鮮王朝も大内氏の存在を強く
意識することになりました。

【参考文献】高　正龍「山口乗福寺跡出土瓦の検討」
（『喜谷美宣先生古稀記念論集』2006年）

※要申込

申 込 先 白石地区地域づくり協議会（TEL 941－5959）

令和令和８８年度 年度 白石歴史探訪の会イベント開催予定白石歴史探訪の会イベント開催予定

乗福寺旧境内出土の屋根瓦（画像提供 山口市教育委員会）


